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ごあいさつ

丸́亀市長 片 山 圭 之

秋のひとときをコンサートを聴きながらゆっくりと過ごしたいものです。

丸亀市民吹奏楽団の第25回定期演奏会の開催を心からお祝い申し上げます。

本市では、昨年開催されました国民文化祭を契機として、今年から「丸亀文化祭」を開

催することになりました。できるだけ多くの市民のみなさんに、様々な文化活動に参画して

いただき、丸亀の地に培われた歴史と伝統を継承しながら地方文化を開花させ、「田園文化

都市」の創造を目指すものです。「丸亀文化祭」が、みなさんの生活に潤いや活力をもたら

し、明るく楽しい市民生活の一助になるものと願っているところであります。

今回の市民吹奏楽団の演奏会も、「丸亀文化祭」の協賛事業のひとつとして開催されるも

のでありまして、大きな期待を寄せているところであります。

市民吹奏楽団は、楽器が吹きたい、吹く仲間が欲しいという思いで、有志の方が集まっ

てできた楽団です。今年で、15周年を迎える記念すべき年になるとお聞きいたしております。

結成以来、本市の主催する行事にも積極的にご参加いただき、数多くの演奏活動を通じ、

本市の文化向上にも寄与していただいております。演奏会も25回 日となりますが、息の長い

活動に拍手を送りたいと存じます。

今回の演奏会では、曲目も皆様方が楽しんでいただけるステージを企画されているやに伺っ

ております。朝夕、めっきり冷え込む今日この頃ですが、ひとときとはいえ皆様方をすばら

しい音楽の世界へ誘っていただけるものと思います。

市民吹奏楽団のますますのご発展と今回の演奏会のご成功を祈念いたしまして、私のお

祝いのごあいさつといたします。
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丸亀市民吹奏楽団会長  大  西  昌 平

11月 といえば文化の日に始まり、各地で文化祭などの行事が行われています。その中で、

我が丸亀市民吹奏楽団も丸亀文化祭に協賛して演奏会を開催する機会に恵まれ、大勢のお

客さまに私どもの演奏を聴いていただけることを大変喜んでいます。

第 1回定期演奏会をここ丸亀市民会館で開催して以来、早いもので今回で25回 日となり

ます。そして、学校を卒業しても、また転勤で丸亀市にこられた方々にも、気軽に音楽活

動に参加出来る場をと楽団を結成、今年は15周年をむかえました。この間中学生・高校生

のコンクールに向けてのクリニックの開催、丸亀市等が開催する諸行事にも積極的に参加 し

て、少しでも丸亀市の音楽文化の向上に役立てればと努力してまいりました。おかげさまで、

団員も約70名 あまりになり、吹奏楽団のかたちを整えられるようになりました。

今日は、大曲「ローマの松」を中心に、皆様に心をこめて音楽をお届けしたくて、 3部

構成のステージを組みました。

団員一同、一生懸命演奏しますので、暖かいご声援をお願いいたしますとともに、今 日

一日この演奏会で心和むひとときを感じていただければ幸いに存じます。

あとになりましたが、この演奏会のためにご支援ご協力をたまわりました、団体等皆様方

のご好意に心からお礼申し上げます。ありがとうございました。
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1.喜歌劇「軽騎兵」序曲
Light Cavalry(Эverture

2ロ グラデュエイション・デイ・マーチ
(3)raduation IDay R4arch

3.山の歌
λttountain Song

F.ス ッベ 作曲

真島俊夫 作曲

P.スパーク 作曲

第二部

1.交響詩「ローマの松」 0.レスピーギ 作曲

G.Mロ デューカー 編曲The Pines of Roma

I.ボリじゲーゼ荘の松

丁he Pines of the∨ |‖ a Borghese

工。カタコンブ付近の松
丁he Plnes Near a Catacomb

Ⅲ.ジヤニコロの松
丁he Pines of the Janiculum

Ⅳ.アツピア街道の松
丁he Pines of the Applan Way

この曲は、1924年に書かれた作品で、古代教会旋法が好んで

使用されており、古い時代への郷愁と過去への幻想が効果的に

生かされています。

曲は、4つの部分がとざれずに演奏されるようになつており、

これらの 4つの部分で、□一マにある著名な 4種の松が扱われ

ています。

剰 趙 剰 剰 趙 剰

司会 :中井今日子 (FM香川)
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: 第轟部

1.ア・ディープ (海清)    久石 譲 編曲
A Deep

2.アル トサックスの調べ～  ソリスト須東 念

(1)りんご追分    Ring0 0iwake

(2)エストレリータ  Estre‖ ita

(3)アニー・□一り~ Annie Laurie
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3.宝 島
Takaralima

真島俊夫 編曲

PrOfile
山 時 盾 之 〈丸亀市民吹奏楽団 常任指揮者〉

観音寺第一高校卒業後、奈良ドリームランド音楽隊に所属。その後、

愛媛大学教育学部特設音楽科に入学。在学中 2年間東京芸術大学音楽

部に委託生として国内留学。卒業後、坂出高校、三本松高校、

丸亀城西高校を経て現在坂出高校教諭。

佐倉友章、喜田 賦、黒木 竺、千葉国夫の各

氏に師事。高松交響楽団第53回 と第62回 の定期演

奏会でモーツァルトの「クラリネット協奏曲」を共

演。ソロ、室内楽など各演奏会にも多数出演。

著書・「愛媛、香川のわらべ歌」 (柳原書店 )

可夢 已

逢 坂 賢 司 〈丸亀市民吹奏楽団

附属高松中学校で吹奏楽をはじめ、

丸亀高校吹奏楽部、神戸大学交響楽団で

学生指揮を担当。

現在高松古楽コンソー ト団員
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丸亀市民吹奏楽 メンバー表
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事 務 局

企画委員
会

常任指揮者

里 美 (友 )

白 井  香 織
山 田  英 司

佐 藤  訓 子 (友 )

メバートリーダー

(友)友情出演

一務客ガ秦 ιませんか
丸亀市民吹奏楽団では管楽器、打楽器を演奏される方を募集しています。練習

は毎週土曜日の夜、丸亀東中学校北隣の「サンライフ丸亀」で行 っています。定

期演奏会の他、丸亀市やその近隣市町の各種イベントにも参加 しています。一度、

私達と一緒に演奏 してみませんか。連絡をお待ちしています。

お問い合わせは事務局 (池 内 28-9830)、 またはお近 くの団員まで。

(ア ンケー トに連絡先を書いてもOKです。)
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